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二
〇
一
五
年
度
の
概
況

　
異
常
気
象
と
洪
水

　
二
〇
一
五
年
七
月
中
旬
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
全
域

が
熱
波
に
襲
わ
れ
、
五
〇
度
を
超
え
る
気
温
と
な

っ
た
。
七
月
下
旬
か
ら
八
月
初
旬
に
か
け
て
ク
ナ

ー
ル
河
流
域
に
集
中
豪
雨
が
多
発
、
ク
ナ
ー
ル

河
、
カ
ブ
ー
ル
河
沿
い
の
各
所
で
氾
濫
が
お
き

た
。「
記
録
的
洪
水
」
は
、
も
は
や
珍
し
い
現
象

で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
最
近
の
傾
向
は
、
異
常
高
気
温
、
集
中
豪
雨
、

河
川
の
氾
濫
ら
が
気
ま
ぐ
れ
で
、
か
つ
て
の
よ
う

に
決
ま
っ
た
季
節
に
来
襲
せ
ず
、
常
に
備
え
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
二
〇
一
五
年
度
は
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド=

カ
シ
コ

ー
ト
連
続
堰
を
除
く
全
て
の
堰
の
改
修
が
行
わ
れ

た
。
今
後
を
予
想
し
、
河
川
周
り
の
工
事
（
堰
と

護
岸
）
に
機
動
部
隊
を
常
時
置
き
、「
緑
の
大
地

計
画
」
全
域
に
速
や
か
に
展
開
す
べ
く
、
緊
急
事

態
に
備
え
て
い
る
。

　
治
安
悪
化
と
無
政
府
状
態

　
二
〇
一
四
年
三
月
に
始
ま
っ
た
総
選
挙
は
、
半

年
以
上
を
か
け
て
行
わ
れ
、
組
閣
を
終
え
た
の

は
、
二
〇
一
五
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
い
権

力
の
空
白
の
た
め
、
治
安
は
い
っ
そ
う
悪
化
し

た
。
米
軍
約
一
万
人
が
駐
留
を
続
け
て
い
る
が
、

改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
。

　
二
〇
一
五
年
は
、
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
麓
方
面
で
Ｉ

Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
の
動
き
が
活
発
化
し
、
ジ
ャ

ラ
ラ
バ
ー
ド
を
一
時
恐
怖
に
陥
れ
た
。
住
民
が
自

ら
タ
リ
バ
ン
軍
と
連
合
し
て
こ
れ
を
撃
破
し
た
も

の
の
、
外
国
勢
の
暗
躍
も
絡
み
、
混
沌
た
る
情
勢

が
続
い
て
い
る
。

　
欧
州
へ
逃
れ
る
都
市
青
年
層
が
増
え
、
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
貧
富
の
格
差
が
一

ＰＭＳ総院長／ペシャワール会現地代表　中村 哲

それでも、多くの心ある人々が干ばつと食糧問題に目を向け始めたのは、この一年の大きな進展で
した。次の段階は、良き訓練の場を提供し、如何にして他地域に希望を分かつかにあります。そ
のためには、やはり成就に近づいた「緑の大地計画」を確実に仕上げ、地域から流れを起こすこ
とだろうと思います。進行する事態は生やさしいものではありませんが、私たちは絶望しません。神
を信ずる者にも、信じない者にも、等しく恵みが備えられていることを知っているからです。

「緑の大地計画」の仕上げを前に
農村の荒廃が進み、飢餓人口が増え続ける

2015年度現地事業報告

ガンベリ農場でナツメヤシ園の造成の着工式が行われた（2016年4月17日）
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層
拡
大
し
、
農
民
層
は
更
に
困
窮
し
て
い
る
。
飢

餓
線
上
に
あ
る
者
は
年
々
増
加
、
七
六
〇
万
人（
二

〇
一
四
年
・
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
と
伝
え
ら
れ
る
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
の
あ
ら
ま
し

　
二
〇
一
四
年
十
月
に
始
ま
っ
た
ミ
ラ
ー
ン
堰

（
ベ
ス
ー
ド
第
二
堰
）
は
二
回
の
洪
水
期
を
経
て
、

漸
く
完
成
し
つ
つ
あ
る
が
、
技
術
的
に
困
難
な
地

形
で
工
事
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
挑
戦
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
同
河
川
沿
い
に

適
し
た
洪
水
対
策（
護
岸
法
）が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
、

今
後
に
明
る
い
見
通
し
を
残
し
た
。

　
農
地
の
乾
燥
化
は
依
然
と
し
て
進
行
中
で
、
内

外
に
危
機
感
が
高
ま
っ
た
。
こ
こ
に
至
り
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
に
対
す
る
事
業
評
価
に
伴
い
、
各
方
面
で
Ｐ
Ｍ

Ｓ
方
式
の
取
水
設
備
を
採
用
す
る
動
き
が
高
ま

り
、
将
来
の
広
域
展
開
が
日
程
に
上
っ
た
。

　
事
態
は
次
の
段
階
へ
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

　
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
で
は
、
各
方
面
の
協
力
で

合
法
的
農
地
の
貸
与
が
成
り
、
排
水
路
網
完
成
の

見
通
し
と
相
俟
っ
て
、
開
拓
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む

可
能
性
が
出
て
き
た
。
職
員
の
自
給
態
勢
が
整
い

つ
つ
あ
る
。

　
１
．
医
療
事
業

　
一
五
年
度
の
診
療
内
容
は
別
表
の
通
り
（
別
表

１
）。

　
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
診
療
所
は
対
岸
の
Ｊ

Ｖ
Ｃ
（
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
診
療
所

と
と
も
に
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
か
ら
国
際
救
援
組

織
が
消
え
る
中
、
地
域
で
重
き
を
な
し
て
い
る
。

　
２
．
灌
漑
事
業

　
主
な
工
事
は
別
表
２
の
通
り
。
一
五
年
度
は
将

来
の
広
域
展
開
へ
向
け
、
準
備
段
階
に
入
っ
た
。

「
緑
の
大
地
計
画
」
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
計

画
地
域
（
安
定
灌
漑
面
積
一
六
五
〇
〇
㌶
、
人
口

六
五
万
人
）
を
完
成
し
、
モ
デ
ル
・
ケ
ー
ス
と
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
ア
フ
ガ
ン
全
国
の
耕
地
は
三
六
〇
万
㌶
、
そ
の

う
ち
灌
漑
地
は
わ
ず
か
半
数
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
も

減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
近
年
の
気
候
変
化

と
戦
乱
が
大
き
く
関

与
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ま
で
我
々
が
述

べ
て
き
た
通
り
で
あ

る
。
飢
餓
人
口
は
、

二
〇
〇
〇
年
の
四
〇

〇
万
人
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

か
ら
、
七
六
〇
万

（
二
〇
一
四
年
・
Ｗ

Ｆ
Ｐ
）
に
増
加
し
、

深
刻
な
状
態
を
作
り

出
し
て
い
る
。

　
灌
漑
地
の
減
少
は
、
決
し
て
技
術
的
な
問
題
だ

け
で
は
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
復
興
か
ら
十
五
年
、
干

ば
つ
問
題
が
余
り
重
視
さ
れ
ず
、
現
地
に
適
し
た

方
法
の
模
索
や
、
長
期
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

き
た
と
は
言
え
な
い
か
ら
だ
。
農
業
、
灌
漑
、
治

水
の
取
り
組
み
は
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
も
の

で
、
地
域
の
社
会
特
性
が
濃
厚
に
関
わ
っ
て
く

る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
場
合
、
日
本
の
支
え
を
背
景
に
、

住
民
と
一
体
に
仕
事
を
進
め
得
た
こ
と
が
、
力
に

な
っ
て
き
た
。

　
特
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
か
ら
の
継
続
的
な
支
え

が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
、
疑
い
得
な
い
。
設
計
、

施
工
、
維
持
管
理
、
改
修
、
住
民
と
の
交
渉
に
至

る
ま
で
、
自
在
な
動
き
が
保
障
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
示
唆
的
で
、
今
後
の
広
域

別表１　2015 年度 診療数及び検査件数 

国名 アフガニスタン
地域名 ナンガラハル州
施設名 ダラエヌール診療所

外来患者総数 42,712 
【内訳】　　　　一般 32,529 

ハンセン病 6 

てんかん 930 

結核 238 

マラリア 5,067 

外傷治療総数 3,942 

入院患者総数 　　―
検査総数 9,772

【内訳】　　血液一般 467 

尿 1,367 

便 1,902 

ハンセン病塗沫検査 0 

抗酸性桿菌 132 

マラリア 5,254 

リーシュマニア 271 

その他 379 

i ------
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展
開
で
も
、「
地
域
中
心
」
の
ス
タ
イ
ル
を
崩
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
◎
ミ
ラ
ー
ン
堰
（
ベ
ス
ー
ド
第
二
堰
）
と
対
岸

　
二
〇
一
四
年
十
月
に
着
工
し
た
本
堰
は
、
ベ
ス

ー
ド
郡
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
の
大
半
一
一
〇
〇
㌶
を

潤
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
斜
め
堰
と
地
形
が
異
な
り
、
建
設
が
難
航
し

た
。
一
五
年
夏
の
洪
水
で
大
量
の
土
砂
が
堆
積
し

た
上
、
上
流
に
分
流
が
発
生
し
て
、
一
時
的
に
機

能
が
停
止
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
十
月
、
大
幅
な
設
計
の
見
直
し
を

行
い
、
翌
一
六
年
三
月
ま
で
に
完
成
し
た
が
、
新

た
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
も

と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の
取
水
堰
は
、
岩
盤
を
背
に
安
定

し
た
単
砂
州
に
置
か
れ
る
例
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。

ミ
ラ
ー
ン
堰
の
場
合
、
多
列
砂
州
の
連
な
る
不
安

定
河
道
で
あ
る
上
、
激
し
い
浸
食
に
抗
し
て
軟
弱

地
層
に
取
水
堰
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
技
術
的
に
新
局
面
が

開
か
れ
た
。
砂
州
を
連
結
し
た
堰
造
成
、
連
続
堤

防
と
植
生
工
を
利
用
し
た
河
道
固
定
、
分
流
の
処

置
、
土
砂
吐
き
の
適
切
な
配
置
な
ど
で
、
ほ
ぼ
完

成
に
近
づ
い
て
い
る
。
洪
水
期
の
観
察
を
経
て
、

一
六
年
九
月
に
竣
工
す
る
。

　
分
流
の
発
生
で
冠
水
し
た
対
岸
（
コ
ー
テ
ィ
、

タ
ラ
ー
ン
、
ベ
ラ
、
カ
チ
ャ
レ
イ
村
）
は
、
村
落

別表２　ＰＭＳによる事業実績・取水堰　（2003～2015）

位置 事業名称 工事期間 事業内容
事業・灌漑地域 灌漑

面積
（㌶）

事業費
（ドル）県・郡 村落

① マルワリード堰・　
用水路 2003-2010

取水堰・取水門 ･ 調節池
･ 用水路（25㎞）･ 分水路・
サイフォン・排水路・護岸

（約2㎞）・防砂林 ･ 貯水池
など

シェイワ

シェイワ、シギ、
スランプール 、 
ガンベリ、
シェトラウ 、
カンレイ

3,000 16,496,529

② シェイワ堰 2007-2008 取水堰・取水門･調節池･
用水路（360m） シェイワ シェイワ　 500 ①に含む

③ シギ堰 2014-2015 取水堰・取水門･調節池･
用水路（200m） シェイワ シギ上流域 600 324,109

④ カシコート堰 2012-2014
取水堰・取水門・　　　　
用水路（1992m）・　　　
　調節池・護岸（4.0㎞）

シェイワ 上カシコート、 　
下カシコート 2,500 3,110,116

⑤ ベスード第Ⅰ堰
(カシマバード） 2011-2012 取水堰・取水門･調節池･

用水路（280m） ベスード ベスード西部 2,500 1,239,679

⑥ ベスード第II堰 
(ミラーン) 2014-

取水堰・取水門 ･ 調節池
･ 用水路（400m）･ 排水路

（500m）・護岸（2.0㎞）
ベスード ベスード東部 1,100 1,306,573

⑦ ベスード護岸堤 2010-2012 護岸（3.0㎞） ベスード ベスード東部　　
（クナール河沿岸） 500 1,631,188

⑧ タプー堰 2010-2012 取水堰・取水門 ベスード

⑨ カマ第Ⅰ堰 2008-2010 取水堰・取水門 カマ カマ 高地域 2,000 ①に含む

⑩ カマ第Ⅱ堰 2010-2012
取水堰・取水門 ･ 調節池
･ 用水路（1040m）･ 護岸

（500m）
カマ カマ 中低地域 5,000 651,116
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の
半
分
以
上
が
被
災
、
村
民
は
一
斉
に
パ
キ

ス
タ
ン
へ
難
民
化
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
新
河
道

の
閉
塞
と
約
三
㎞
の
護
岸
を
行
う
と
帰
還
し

始
め
た
。

　
両
岸
の
協
力
が
な
け
れ
ば
堰
の
維
持
は
困

難
で
あ
る
。
一
六
年
二
月
、
対
岸
自
治
会
＝

Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
の
間
で
協
約
が
成
っ
て
調
査
を
開

始
、
州
行
政
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
協
力
、
一
六
年

十
月
か
ら
四
年
間
を
か
け
る
対
岸
地
域
の
復

興
計
画
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
）
が
策
定
さ
れ

た
（
後
述
）。

　
◎
シ
ェ
イ
ワ
郡
全
域
の
湿
地
処
理
の
完
成

　
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
に
伴
う
湿
地

処
理
は
、
長
い
懸
案
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
ベ
リ

沙
漠
お
よ
び
そ
の
下
流
は
、
全
体
が
平
皿
状

の
地
形
で
あ
る
。
長
い
間
同
地
は
貯
水
池
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
用
水
路
（
二
〇
一
〇
年
）
と
シ
ェ

イ
ワ
堰
（
二
〇
〇
八
年
）
を
完
成
す
る
と
過

剰
灌
水
で
沼
地
が
急
速
に
拡
大
、
数
百
㌶
が

水
中
に
没
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
ま
で
に
大
小
約
六
〇
㎞
を
超

え
る
排
水
路
網
で
湿
地
が
処
理
さ
れ
た
も
の

の
、
排
水
力
が
限
界
に
迫
り
、
ガ
ン
ベ
リ
沙

漠
開
拓
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
シ
ギ

上
流
域
全
体
が
低
地
で
、
ガ
ン
ベ
リ
開
拓
に

よ
る
湿
地
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ク

ナ
ー
ル
河
へ
戻
る
主
幹
排
水
路
を
拡
張
し
、
一
挙

に
全
地
域
の
湿
地
を
処
理
す
る
抜
本
的
解
決
を
提

案
し
て
き
た
。
し
か
し
、
各
村
の
抗
争
と
軍
閥
の

妨
害
で
阻
ま
れ
、
問
題
は
再
三
棚
上
げ
に
さ
れ
た
。

　
こ
の
間
、
新
シ
ギ
堰
（
二
〇
一
五
年
）、
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
・
シ
ギ
延
長
路
（
二
〇
一
四
年
）
が
完

成
、
ガ
ン
ベ
リ
主
幹
排
水
路
の
効
果
が
実
証
さ

れ
、
住
民
の
間
で
協
力
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
一

六
年
三
月
一
日
、
シ
ェ
イ
ワ
下
流
域
と
シ
ギ
流
域

の
全
村
の
自
治
会
が
集
結
、
ジ
ル
ガ
（
長
老
会
）

を
開
催
、
衆
議
一
決
で
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
保
護
」
が
決

定
さ
れ
た
。
ア
フ
ガ
ン
農
村
で
は
、
行
政
以
上
の

強
い
拘
束
力
で
自
治
会
の
決
定
が
遵
守
さ
れ
る
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
計
画
は
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
か
ら
ク
ナ
ー

ル
河
に
至
る
旧
排
水
路
（
約
一
・
七
㎞
）
の
大
改

修
で
排
水
力
を
数
倍
に
増
し
、
ガ
ン
ベ
リ
開
拓
に

お
け
る
後
顧
の
憂
い
を
絶
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
伴
っ
て
、
既
存
の
湿
害
が
一
掃
さ
れ
、
水
稲

栽
培
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
の
で
、
全
村
が
も
ろ

手
を
あ
げ
て
賛
同
し
た
の
で
あ
る
。

　
計
画
は
直
ち
に
実
行
さ
れ
、
年
余
を
か
け
て
工

事
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
排
水
路
の
恩
恵
は
シ

ェ
イ
ワ
郡
約
二
〇
〇
〇
㌶
に
及
び
、
こ
れ
に
よ
っ

て
「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
」
が
名
実
共
に
完
成

す
る
に
至
る
。

別表３　「緑の大地計画」の経過と予定表 建設 維持観察

堰の名称 所在地 '03～'10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20
マルワリードⅠ シェイワ郡･ジャリババ
シェイワ堰 シェイワ郡･カンレイ村
カマ第Ⅰ堰 カマ郡･上流域
カマ第Ⅱ堰 カマ郡･中流域
ベスード第Ⅰ堰 ベスード郡･カシマバード
タプー堰 ベスード郡･タプー地域 廃止/、ミラーン堰へ統合
カシコート連続堰 シェイワ郡･カシコート
ベスード第Ⅱ堰 ベスード郡・ミラーン
新シギ堰 シェイワ郡・シギ地域
マルワリードⅡ シェイワ郡・コーティ村
バルカシコート堰 シェイワ郡･バルカシコート

シギ延長路
クズカシコート主水路
ガンベリ給排水路

ガンベリ農場

訓練所（他地域展開への準備）

沈砂池改修 取水門改修

．． ロ
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増水したクナール河。ミラーン堰上流対岸では必死の護岸堤の嵩上げ工事が続けられている（2016年6月20日）

洪水到来のミラーン堰。堰に接続する第３砂州　砂州を安定させるため剣山粗朶柵が試みられた（2016年5月24日）
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◎
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
（
取
水
設
備
）
拡
大
へ
の
準
備

　
二
〇
一
四
年
度
の
継
続
で
あ
る
。

　
一
五
年
度
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

が
関
与
し
て
ミ
ラ
ー
ン
堰
付
近
の
研
修
所
設
立
が

計
画
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
や
ア
フ
ガ
ン
政
府

の
山
田
堰
（
福
岡
県
朝
倉
市
）
の
訪
問
が
活
発
に

な
っ
た
。
関
連
機
関
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
日
本
側
で
は
、
山
田
堰
土
地
改
良
区

と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
（
福
岡
）
が
協
力
し
、
訓
練

の
た
め
の
教
材
作
成
が
進
め
ら
れ
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
側
の
方
針
を
再
度
ま
と
め
る
と
、

一
、
文
化
や
地
勢
・
気
候
の
類
似
し
た
東
部
ア

フ
ガ
ン
を
中
心
に
、
徐
々
に
且
つ
確
実
に

拡
大
。

二
、
実
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
「
土

着
の
実
戦
部
隊
」
を
組
織
的
に
育
成
。

三
、
日
本
側
事
務
局
の
機
能
を
強
化
し
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
事
務
所
と
一
体
化
す
る
。

四
、
中
央
集
権
的
な
方
法
で
な
く
、
地
域
中

心
、
か
つ
住
民
の
自
主
性
を
尊
重
。

　
以
上
が
基
本
方
針
、
か
つ
絶
対
条
件
で
あ
る
。

た
だ
し
現
下
の
不
穏
情
勢
を
考
慮
し
、「
緑
の
大

地
計
画
」
が
区
切
り
を
迎
え
る
二
〇
二
〇
年
頃
ま

で
に
は
態
勢
を
整
え
る
。

　
可
能
性
が
十
分
あ
る
と
思
え
る
の
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

配
下
の
作
業
員
数
百
名
（
潜
在
的
労
働
力
を
併
せ

る
と
千
名
以
上
）、
現
場
監
督
数
十
名
が
熟
練
工

の
域
に
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
地
域
で
こ
の

よ
う
な
熟
練
労
働
者
と
現
場
の
技
師
を
増
や
す
こ

と
が
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

　
◎
緊
急
改
修
班
の
常
設

　
近
年
、
予
期
せ
ぬ
洪
水
が
頻
発
し
、
そ
の
都

度
、
護
岸
や
堰
の
補
強
・
改
修
が
行
わ
れ
て
き
た
。

も
と
よ
り
河
川
周
り
の
工
事
は
竣
工
の
公
式
通
知

か
ら
五
年
の
観
察
期
間
を
置
き
、
自
然
の
変
化
に

応
じ
な
が
ら
強
化
す
る
方
針
を
採
っ
て
い
た
。

　
だ
が
最
近
、
頻
回
の
洪
水
が
日
常
化
し
、
各
所

で
速
や
か
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
五
年
は
、
常
設
の
班
を
置
き
、
機
動
的
に
作
業

地
全
体
に
い
つ
で
も
展
開
で
き
る
態
勢
を
と
っ
た
。

　
◎
バ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
上
流
へ
の
関
与

　
ミ
ラ
ー
ン
堰
対
岸
と
共
に
、
カ
シ
コ
ー
ト
の
更

に
上
流
側
の
調
査
と
仮
堰
の
建
設
が
行
わ
れ
た
。

「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
」
と
排
水
路
工
事
の
見
通
し

が
立
つ
段
階
で
、
本
工
事
が
計
画
さ
れ
る
。

　
３
．
農
業
・
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓

　
◎
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
土
地
問
題
解
決

　
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
は
、
二
〇
〇
九
年
用
水
路
の

開
通
と
同
時
に
ガ
ン
ベ
リ
農
場
を
拓
き
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

の
自
給
態
勢
を
整
え
、
用
水
路
維
持
に
役
立
て
よ

う
と
し
た
。
こ
れ
が
「
自
立
定
着
村
」
構
想
で
あ

る
。
そ
の
後
土
地
所
有
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
発
生

し
、
居
住
地
を
ベ
ス
ー
ド
郡
の
一
角
に
移
動
し
た
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
合
法
的
な
土
地
の
取
得
を
目
指

し
、
難
航
の
末
に
二
〇
一
六
年
二
月
、
ア
フ
ガ
ン

政
府
と
協
力
、
開
墾
地
二
三
五
㌶
を
農
地
と
し
て

将
来
に
わ
た
り
借
用
す
る
契
約
が
成
立
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
自
立
に
向
か
っ
て
不
動

の
位
地
を
得
た
。
契
約
は
二
〇
年
毎
に
更
新
さ

れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
解
散
が
な
い
限
り
継
続
さ
れ
る
。

　
排
水
路
問
題
が
解
決
し
た
現
在
、
急
速
に
開
墾

が
進
む
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
農
場
に
至
る
交
通

路
の
整
備
と
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
園
造
成
が
日
本
大
使
館

の
草
の
根
無
償
資
金
協
力
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ガ
ン
ベ
リ
記
念
公
園
は
建
設
を
終
え
、
農
業
部

別表４　ガンベリ農園の収穫物

栽培 収穫量（kg）備考
小麦 45,250 
米 17,410 
落花生 2,025 

ベッチ(豆） 428 播種の85％は
緑肥として使用

ジャガイモ 1,750 
玉ねぎ 8,450 
西瓜 6,760 
サトウキビ 4,435 
アルファルファ 家畜の飼料と緑肥
トウモロコシ 家畜の飼料と緑肥
オクラ

多種の野菜を栽培中
トマト
カリフラワー
他

| 



8ペシャワール会報　No.1282016 年 7 月 6日

の
事
務
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
現
在
、「
干
ば
つ
・

水
問
題
」
を
訴
え
る
上
で
象
徴
的
存
在
と
な
り
、

二
〇
一
五
年
度
は
国
連
機
関
や
ア
フ
ガ
ン
政
府

ら
、
公
的
筋
の
訪
問
者
が
増
え
た
。
農
場
で
は
、

果
樹
や
穀
類
を
中
心
に
多
様
な
生
産
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。
畜
産
も
拡
大
し
て
お
り
、
モ
デ
ル
農
場

を
目
指
し
て
開
墾
が
更
に
進
ん
で
い
る
。（
別
表

４
参
照
）

　
◎
資
材
生
産
工
房

　
資
材
生
産
工
房
の
移
転
が
完
了
、
ふ
と
ん
籠
、

Ｒ
Ｃ
Ｃ
パ
イ
プ
、
Ｕ
字
溝
等
の
生
産
ら
が
大
が
か

り
に
行
わ
れ
、
育
苗
場
の
充
実
で
、
灌
漑
事
業
に

必
要
な
資
材
が
ほ
ぼ
自
前
で
調
達
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
常
時
四
〇
名
が
工
房
で
働
い
て
い
る
。

　
◎
植
樹

　
一
五
年
一
月
～
十
二
月
の
植
樹
数
は
四
六
、
二

五
〇
本
、
大
半
が
新
設
用
水
路
沿
い
の
柳
枝
工

（
約
六
〇
％
）
と
ガ
ン
ベ
リ
農
園
の
果
樹
、
護
岸

工
事
に
伴
う
樹
林
帯
造
成
で
占
め
ら
れ
る
。
一
六

年
三
月
ま
で
の
総
植
樹
数
は
八
八
八
、
六
九
七
本

で
あ
る
（
別
表
６
参
照
）。

　
４
．
ワ
ー
カ
ー
派
遣
・
そ
の
他

　
現
場
に
中
村
一
名
が
常
駐
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

事
務
所
に
鈴
木
・
石
橋
の
二
名
が
赴
い
た
（
別
表

７
）。
し
か
し
、
事
務
量
が
膨
大
と
な
り
、
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
内
に
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
」
が

設
置
さ
れ
た
。
専
属
四
名
を
置
き
、
現
地
と
密
な

連
絡
を
取
り
な
が
ら
業
務
を
分
担
し
て
い
る
。

　
灌
漑
・
農
業
事
業
は
極
め
て
長
い
年
月
を
要
す

る
。
今
後
、
後
続
の
育
成
を
視
野
に
、
現
地
を
支

援
し
て
い
く
。

二
〇
一
六
年
度
の
計
画

　
二
〇
一
五
年
度
の
連
続
で
あ
る
。

　
河
川
・
用
水
路
工
事
で
は
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
建
設

を
一
六
年
九
月
ま
で
に
完
了
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
も
協

力
し
て
対
岸
コ
ー
テ
ィ
、
タ
ラ
ー
ン
、
ベ
ラ
、
カ

チ
ャ
レ
イ
の
四
カ
村
の
復
興
に
力
を
注
ぐ
。
計
画

は
「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
」
と
し
、
約
八
五
〇
㌶
、

三
万
名
が
恩
恵
を
受
け
る
。（
別
表
５
参
照
）

　
本
計
画
の
意
義
は
、「
緑
の
大
地
計
画
」
全
体

で
両
岸
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
り
、
維

持
補
修
が
極
め
て
容
易
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
・
治

水
技
術（
堰
な
ど
の
取
水
設
備
、
用
水
路
、
護
岸
、

河
道
固
定
、
サ
イ
フ
ォ
ン
、
揚
水
水
車
な
ど
）
が

全
て
投
入
さ
れ
、
他
地
域
展
開
へ
の
訓
練
の
場
所

を
提
供
で
き
る
。
当
面
の
最
大
目
標
で
あ
る
。

　
訓
練
所
の
設
立
は
い
ま
だ
準
備
段
階
で
あ
る

が
、
一
六
年
度
内
に
は
着
工
が
期
待
さ
れ
る
。

　
な
お
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
完
了
が
予
定
さ
れ

る
他
の
計
画
は
別
表
３
の
通
り
。

　
何
れ
も
数
年
以
内
に
機
を
見
て
開
始
し
、
各
年

度
計
画
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
。

二
〇
一
五
年
度
を
振
り
返
っ
て

　
最
近
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
「
緑
の
大
地
計
画
」
が
注
目
を

集
め
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
ガ
ン
農
村
の
荒
廃
が
更
に

進
み
、
飢
餓
人
口
が
依
然
と
し
て
増
え
続
け
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
多
く
の
心
あ
る
人
々
が
干
ば
つ
と

食
糧
問
題
に
目
を
向
け
始
め
た
の
は
、
こ
の
一
年

の
大
き
な
進
展
で
し
た
。
次
の
段
階
は
、
良
き
訓

練
の
場
を
提
供
し
、
如
何
に
し
て
他
地
域
に
希
望

を
分
か
つ
か
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
や

は
り
成
就
に
近
づ
い
た
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
確

実
に
仕
上
げ
、
地
域
か
ら
流
れ
を
起
こ
す
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
進
行
す
る
事
態
は
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
絶
望
し
ま
せ
ん
。
神
を
信

ず
る
者
に
も
、
信
じ
な
い
者
に
も
、
等
し
く
恵
み

が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　
虚
飾
の
時
代
で
す
。
利
を
得
る
に
手
段
を
選
ば

ず
、
欺
き
、
殺
し
て
ま
で
目
先
の
富
を
守
ろ
う
と

す
る
風
潮
が
、
世
界
中
で
目
に
つ
き
ま
す
。「
近

代
」
は
実
を
失
い
、
道
義
の
上
で
既
に
廃
頽
し
ま

14
ペ
ー
ジ
に
続
く

し------
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【カラー特集】①ガンベリ試験農場

田植えが始まったガンベリ農場（2016年6月）

ガンベリ農場の麦刈り（2016年5月）
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先ず水底の状態を調査。排水路は全長1500m、落差3.1m（傾斜約1/220）の激流。10年以上一緒に働いた作業員は動じず
作業に挑む（2016年3月17日）

ガンベリ沙漠周辺排水路要図　橋と水門位置（2016年3月現在）
ガンベリ沙漠とシェイワ郡西部（回復湿地＝約660ha、ガンベリ未開拓地＝760ha）

②主要排水路整備始まる
マルワリード用水路がガンベリ沙漠に到達した2008年から延々と続けられている排水路整備。各村の同意を得えていよい
よ主要排水路整備が始まった。

・・・・・--•······· ...... 
t 

..... ...........．．．．． ,.... _::::-t 08年の沼沢地
.: 

15年現在

．． 
qt9 
• •' ．．． .．． •, J. ． .．--、：

一 主要排水路

． ．． ．． .... ..... .....． .... ．．．． .... .... '.... ...． ...． ,... 
i・・：

” ． ． ． 

．．
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Ｕ字溝のモールド（型枠）や連結式ブロックは、ＰＭＳワークショップ(在ガンベリ農場)で作成する。①〜③は連結式
ブロック作成過程。④はＵ字溝のモールド作成

排水路幅は様々で柔らかい土質の場所が多い。土地の問題で排水路幅を広げない条件下、下手にやると両岸が崩落する恐
れがある。水路床中央にＵ字溝を置き両岸にかかる掃流力を減殺させ根固め工と組み合わせる（2016年5月2日）

① ②

③ ④
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ガンベリ農業事務所と公園（2016年4月）

カチャレイ

2020年までにＰＭＳの水利事業で安定灌漑される予定地域

A
丁

ヽ

' ,、'

10km 

一
凸ヽ、

’’ /‘ 
、み．

＇ 

PMSが建設した堰

①マルワリード堰

②シェイワ堰

③カマ第I堰

④カマ第II堰

⑤ベスード第I堰
⑥カシコート堰

⑦ベスード第II堰

⑧新シギ堰

⑨マルワリード第II堰

⑩上カシコート堰

~.... -.. ・... 
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別表５　ミラーン堰対岸の灌漑計画（マルワリード第Ⅱ堰）

趣　旨

　共同事業で完成しつつあるミラーン堰の対岸（クナール河左岸）には、四ケ村に約3万人が居住
する。同地はナンガラハル州の中でも辺地にあり、援助が行き届きにくい貧困地域である。同地
域はクナール河左岸にあり、上流はカシコート地方（2014年・共同事業で取水堰建設）、下流はカ
マ地方（2012年･取水堰建設）に連続し、上下流約8㎞のベルト地帯を成している。かつては耕地
850ヘクタールを擁する大きな村落群であった。
　しかし、近年頻発する夏の洪水や冬の低水位で取水･灌漑に困難が続き、次第に荒れていった。
特に2010年、2013年、2015年と立て続けに起きた記録的な洪水で、耕地の約80%に相当する500
ヘクタールを失い、一時は村民の大半が難民化した。
　2015年の洪水では、分流が発生してクナール河を二分、下流にあるミラーン堰（現在PMSが建設中）
の水量が激減して取水に困難を来たしている。取水方法にも問題があり、洪水流入と表土の流失を
促し、近年の気候変動による河川の変化（洪水と極端な低水位）に適応できないと思われる。
　同地の取水設備を整備して適切な護岸を行えば、難民化した村民の帰農を促し、同地4ケ村の復
興を約束すると共に、対岸（右岸）にあるミラーン堰、シギ村落の安定に大きく寄与することは疑
いない。加えて、本事業ではこれまで培ってきた技術･経験が全て生かされ、人員の訓練の場を提
供して、次の飛躍を期待できると思われる。
　水はアフガン農民にとって生命線である。長引く戦乱に加え、気候変動による農地荒廃は、致命
的な打撃を与えてきた。同地の復興によって、PMSが共同事業として実施してきた「緑の大地計画」
が完成に近づき、以て東部アフガンで農村復興の範となることを期待する。
　
用水路･堰の名称；マルワリード第二堰（村落間抗争を避けるため、特定村落の名を冠せず）
期間（第一期）；2016年10月から2018年9月（2年間）
場所；クナール河左岸のカチャレイ、コーティ、タラーン、ベラ村落
　　　シェイワ郡･ナンガラハル州･アフガニスタン国　（12ページ地図参照）
工事内容（第一期）；
　取水堰（石張り式斜め堰、堰幅約200m）
　取水門（二重堰板方式、取水量2~5㎥/秒）
　主幹水路（ソイルセメント･ライニング、水路壁に柳枝工･ふとん籠工、全長4.9㎞のうち、第一
　　　　　期･約1.7㎞）
　沈砂池（送水門2、排水門1を備える）
　護岸工事（根固め工を伴う連続堤防、全長8.4㎞のうち約5㎞）
　植樹（堤防沿い樹林帯）
裨益人口；約28,000名（同地域住民）、対岸の安定を入れると更に大きい。
灌漑面積；約850ヘクタール（既存耕作地を含む）
設計者；PMS  (Peace Japan Medical Services)
施工者；PMS  (Peace Japan Medical Services)
推定総工費；約7億円
全建設後の観察期間；5年間（2020年～2025年）、PMS現地の責任で実施
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し
た
。
経
済
成
長
と
い
う
怪
し
げ
な
錬
金
術
に
す

が
り
、
不
老
不
死
の
夢
を
追
い
、
自
然
現
象
ま
で

科
学
技
術
で
制
御
で
き
る
か
の
よ
う
な
進
歩
信
仰

は
虚
し
く
、
人
間
の
品
性
と
知
性
は
却
っ
て
退
化

し
た
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。

　
ツ
ケ
は
既
に
き
て
い
ま
す
。「
テ
ロ
と
の
戦
い
」

は
、
世
界
中
で
宗
教
的
偏
見
を
煽
り
、
狂
気
を
呼

び
起
こ
し
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
報
復
爆
撃
か
ら
十

六
年
、
今
国
際
世
界
は
暴
力
化
し
、
得
体
の
し
れ

ぬ
テ
ロ
の
恐
怖
に
脅
え
て
い
ま
す
。
豊
か
さ
を
求

め
て
原
子
力
に
慄お
の
のき
、
貪
欲
に
富
を
求
め
て
カ
ネ

の
下
僕
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
防

衛
力
も
、
恵
み
を
語
り
ま
せ

ん
。「
景
気
回
復
」
は
至
福
を

約
束
し
ま
せ
ん
。
戦
で
死
者
は

増
え
て
も
、
貧
困
と
飢
餓
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。

　
東
部
ア
フ
ガ
ン
と
い
う
辺
境

の
一
角
で
、
世
界
の
流
行
に
惑

わ
さ
れ
ず
、
こ
こ
ま
で
来
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
今
後
も

変
わ
ら
ず
心
あ
る
人
々
と
協
力

し
、
実
の
あ
る
歩
み
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
が
、
次
の
時
代
を
拓
く
確

実
な
手
が
か
り
だ
と
信
ず
る
か

ら
で
す
。

　
温
か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
一
年
の
歩
み

を
経
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
八
年
六
月
　
記

別表７　2015年度現地派遣ワーカー

職種 断続的に現地滞在

1 石橋忠明 事務・会計現地連絡員 2014年2月～

2 鈴木祐治 事務・会計現地連絡員 2015年1月～2016年6月

別表６　植樹総数（2003年3月から2016年3月まで）

種類 場所  2003～
07年 2008年 2009年  2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

（3月まで） 合計

ヤナギ 用水路の両岸、河川工事 116,050 55,380 97,380 60,750 73,315 23,650 37,073 18,400 39,650 14,700 536,348

クワ 用水路土手 7,000 2,750 8,578 4,430 140 292 0 0 0 0 23,190

オリーブ 用水路土手、オリーブ園 2,000 0 840 0 0 0 1,424 1,275 240 136 5,915

ユーカリ 砂防林、護岸樹林帯 2,500 1,000 11,478 39,584 22,350 28,196 7,150 7,500 2,611 500 122,869

ビエラ ガンベリ沙漠 0 300 600 1,165 165 2,083 175 75 0 0 4,563

紅柳 砂防林 0 15,100 71,300 14,356 9,887 22,317 3,573 780 265 0 137,578

シーシャム 護岸樹林帯 0 0 0 0 0 0 4,614 1,400 2,000 6,270 14,284

ポプラ ガンベリ沙漠 0 0 0 4,900 10,786 1,850 0 220 0 0 17,756

イトスギ モスク、学校､公園 0 0 0 60 195 300 0 0 0 110 665

果樹 ガンベリ果樹園 600 0 0 193 0 6,034 5,283 9,185 1,458 1,822 24,575

その他 0 0 0 132 190 412 144 50 26 0 954

128,150 74,530 190,176 125,570 117,028 85,134 59,436 38,885 46,250 23,538 888,697

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現
地

で
は
内
科
・
外
科
も

こ
な
す
）。
国
内
の

病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク

ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州
都

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療

に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の

た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山

岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に

は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建

設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ

け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の

診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
開
始
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

襲
っ
た
大
干か
ん

ば
つ
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保

（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千

六
百
ヵ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
〇

二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期

的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、

〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手

し
、
一
〇
年
三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通

し
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
年
間
診
療

数
四
万
二
七
一
二
人
（
二
〇
一
五
年
度
）。

口
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2015年塵の主な収支
期間 2015年4月～2016年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

1 会費•寄付

2 補助金等

3 利息雑収入

4 収益事業収入

5 基金取崩

年度収入計

前年度繰越

収入計

収益事業会計

［収入の部］

書籍売上

DVD売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書籍等原価

販売費

事業所税等

経費合計

収益事業収入

「いのちの基金」残高

期首残高

一般会計から繰入

期末残高

302,118,981① 

゜2,882,473② 

2,527,020③ 

゜307,528,474 

62,229,395 

369,757,869 

2,977,397 

723,900 

2,836,613⑦ 

6,537,910 

2,825,812 

402,478 

782,600 

4,010,890 

2,527,020 

470,000,000 

60,000,000 

530,000,000 

［支出の部］

1 現地協力費

うちPMS運営費

アフガン事業費

ワーカー費

渡航費

国内活動費

2 広報費

3 事務局費

年度支出計

基金への繰入

次年度繰越

支 出 計

215,034,259 

゜199,884,989④ 

456,594⑤ 

6,866,420 

7,826,256 

8,050,517⑥ 

23,736,014 

246,820,790 

60,000,000 

62,937,079 

369,757,869 

①
会
費
•
寄
付
（
個
人17

、

4
4
9

件
／
団
体
6
3
4

件
）

②
利
品
、
事
務
局
移
転
補
償
金

③
〈
収
益
事
業
会
計
か
ら
〉

④
農
業
用
灌
漑
用
水
路
建
設
等

⑤
現
地
支
援
ワ
ー
カ
ー
等

⑥
会
報
印
刷
・
送
料
等

⑦
カ
レ
ン
ダ
ー
印
税
、
送
料
、
合
本
売
上
、
委
託
料

監 査

2015年度ペシャワール会会計については適正に
会計処理がなされているものと認めます。

2016年6月2日

報 告 書

ペシャワール会 監事

弁護士 ｝合叫及羞 脅魯

●2015年度事業額（支出ベース）

246,820,790円

事務局費
23,736,014円(9.6%)

広報費

） 

-----------------------------------------

未使用切手、書き損じ葉書の寄付

寄付いただいた件数 859件

未使用切手枚数 22,874枚

同 金額 3,646,251円相当

書き損じ葉書枚数 27,153枚

同 金額 1,270,918円相当

合 計 金 額 4,917,169円相当

＊会報発送費用に活用しています。
------------------------------------------

現地協力費

215,034,259円(87.1%)

事業規模（会費•寄付件数、事禦額）の推蓼 1987-2015（年塵）

＿

＿

＿

＿

晒

〗
二
〗
〗
[

8000 

現地協力費
（割合）

7,131.7 

5.339.0 F 
6,629.6 

94.1 I (93.0%) 

口1987 1992 

個人件数 519

団体件数 38 

50,841.5 

こ二三悶。8□三ニ
16,944.2 14947.6| 

14,340.9 

(86.7%) I (84.0%) 
(85.0%) 

34,308.6 

6000 

4000 

2000 

24,682.1 

2,202 

114 

1997 2001 

2,968 59,478 

221 689 

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

21,167 18,079 15,119 18,449 19,027 19,248 22,343 20,432 21,238 

1,730 1,275 953 932 903 910 990 851 956 

2011 

18,301 

719 

2012 2013 

21,503.4 

----―| （87.1%) 
8,882.1 

(76.1%) 

2014 2015 

18,639 17,489 17,854 17,449 

702 657 675 634 
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国
境
の
町
ト
ル
ハ
ム
に
井
戸

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
御
中

　
私
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
デ
ー

バ
ロ
村
の
住
民
ス
ル
タ
ン
・
モ
ハ
マ
ッ
ド
の
息
子

で
ザ
イ
ヌ
ッ
ラ
ー
と
申
し
ま
す
。

　
二
〇
〇
三
年
三
月
一
日
か
ら
車
両
・
機
械
の
機

械
整
備
工
と
し
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
働
い
て
来
ま
し
た
。

私
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
勤
務
し
て
い
る
時
、
深
刻
な
旱
魃

が
起
き
て
飲
料
水
や
農
業
水
が
不
足
し
て
大
変
な

事
態
に
陥
り
、
す
ぐ
に
も
援
助
が
必
要
な
事
態
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
前
の
二
〇
〇
〇
年
か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン

は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
灌
漑
用
井

戸
を
掘
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
大
き
な
成
功
を

収
め
、
小
麦
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
栽
培
に
農

業
用
水
を
提
供
し
、
周
辺
の
地
域
社
会
に
多
く
の

恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
ト
ル
ハ
ム
で
の
飲
料
用
井
戸
の
建
設
も
我
々
が

大
き
く
貢
献
し
た
有
効
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
。
ト
ル
ハ
ム
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ

ン
の
国
境
沿
い
に
あ
り
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て

条
件
付
き
で
パ
キ
ス
タ
ン
側
か
ら
飲
料
用
水
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
は
ト
ル

ハ
ム
に
三
本
の
井
戸
を
掘
り
、
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
機

械
整
備
工
と
し
て
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
灌
漑
用
井

戸
と
同
様
に
、
こ
の
三
本
の
井
戸
か
ら
水
を
汲
み

揚
げ
る
た
め
の
大
型
発
電
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
現
在
も
国
境
の
町
ト
ル
ハ
ム
で

は
住
民
が
こ
の
井
戸
を
使
い
続
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
井
戸
は
す
で
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
政

府
と
ト
ル
ハ
ム
地
方
政
府
に
移
譲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ル
ハ
ム
で
の
井
戸
建
設
中
、
手
動
式
の
小
型

ク
レ
ー
ン
か
ら
大
き
な
ス
チ
ー
ル
部
品
が
落
ち

て
、
頭
を
負
傷
し
ま
し
た
。
私
は
パ
キ
ス
タ
ン
側

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
に
運
ば
れ
、
治
療

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
怪
我
は
治
癒
し
、
今

も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
勤
務
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
機
械
整
備
工
と
い
う
仕
事
は
大
変
な
重
労
働

で
、
私
は
背
骨
を
痛
め
健
康
問
題
に
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
時
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
行
き
自
費
で

外
科
手
術
を
受
け
、
医
師
の
勧
め
で
一
ヶ
月
入
院

治
療
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
仕
事

に
復
帰
し
ま
し
た
。

　
高
地
の
灌
漑
に
揚
水
水
車

　
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
完
成
し
三
〇
〇
〇
㌶

も
の
灌
漑
を
可
能
に
し
ま
し
た
が
、
用
水
路
よ
り

高
地
に
あ
る
約
三
〇
〇
ジ
ェ
リ
ブ
（
六
〇
㌶
）
の

土
地
は
用
水
を
利
用
で
き
ず
、
目
の
前
を
通
る
水

路
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
私
は
、

何
と
か
こ
れ
ら
の
土
地
を
灌
漑
出
来
な
い
も
の

か
、
何
か
有
効
な
技
術
を
用
い
て
こ
の
問
題
を
解

決
出
来
な
い
も
の
か
、
と
考
え
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ

上
層
部
と
の
協
議
の
結
果
、
用
水
路
に
揚
水
水
車

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
水
車
で
水
路

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

機
械
整
備
工
と
し
て
十
三
年
、

　
　
　満
足
し
て
い
ま
す

　
　

　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
／
機
械
整
備
工
　

　
　ザ
イ
ヌ
ッ
ラ
ー

水車の製作者のザイヌッラー機械整備士（左端）。モノづくりが好き
な職人で呑み込みが早く、仕事一途の稀な性格。写真を見て寸法を
尋くだけで納得、改善を重ねて丈夫なものを作った（2013年12月22日）



17 2016 年 7 月 6日ペシャワール会報　No.128

か
ら
三
～
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
水
を
汲
み
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
土
地
に
何
ら

コ
ス
ト
も
か
け
ず
に
水
を
提
供
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
水
車
は
大
変
有
効
で
、
燃
料
な
ど
も

不
要
で
す
。
私
達
は
こ
れ
ま
で
水
車
を
二
つ
作
り

ま
し
た
。
一
つ
は
カ
ン
レ
イ
村
に
あ
り
、
も
う
一

つ
は
ク
ナ
デ
ィ
村
に
あ
り
、
順
番
制
の
灌
水
で
そ

れ
ぞ
れ
七
五
～
一
二
五
ジ
ェ
リ
ブ
（
一
五
～
二
五

㌶
）
の
土
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
水
車
は

両
方
と
も
良
く
機
能
し
て
お
り
、
住
民
は
燃
料
代

な
ど
費
用
を
か
け
る
こ
と
な
く
農
地
を
灌
漑
す
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
行
っ
た
主
な
業
務

は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
の
車
両
・
発
電
機
を
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
従
っ
て
定
期
的
に
点
検
・
修
理
。

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
機
械
お
よ
び
電
気
系
統

の
全
体
的
点
検
を
含
む
と
あ
る（
ス
プ
リ
ン
グ
、

ラ
バ
ー
ブ
ラ
シ
、
ギ
ア
、
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
オ
イ

ル
、
ブ
レ
ー
キ
、
ク
ラ
ッ
チ
、
ラ
イ
ト
系
統
の

チ
ェ
ッ
ク
、
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
）

・
燃
料
お
よ
び
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
の
交
換
、
グ

リ
ー
ス
、
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

お
よ
び
交
換

・
運
輸
局
の
指
導
内
容
に
従
っ
て
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
を
交
換

・
必
要
に
応
じ
て
車
の
ボ
デ
ィ
を
交
換
。
こ
れ
に

は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
行
う
も
の
も
あ

れ
ば
、
難
し
い
場
合
は
バ
ザ
ー
ル
に
行
き
、
我
々

の
監
督
下
で
交
換
し
て
も
ら
う
場
合
も
あ
る
。

・
点
検
修
理
毎
に
車
両
・
発
電
機
の
帳
簿
に
修
理

や
部
品
交
換
を
記
録
す
る
。

・
車
両
の
機
械
的
・
電
気
的
問
題
を
運
転
手
に
伝

え
、
必
要
な
指
示
を
す
る
。

・
現
場
か
ら
戻
っ
て
来
た
車
両
等
の
点
検
や
簡
単

な
修
理
に
つ
い
て
、
ま
た
一
日
の
終
わ
り
に
や

る
べ
き
点
検
に
つ
い
て
、
運
転
手
た
ち
に
短
時

間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
務
所
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
あ
る
発

電
機
の
保
全
・
点
検
・
修
理

・
必
要
時
の
発
電
機
始
動
と
燃
料
充
填

・
発
電
機
を
操
作
す
る
職
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
務
所
と
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
電
気
系

統
の
点
検
（
週
一
回
）

・
必
要
に
応
じ
て
新
し
い
電
気
系
統
設
備
を
設
置

す
る

・
配
水
シ
ス
テ
ム
の
保
全

・
貯
水
タ
ン
ク
へ
の
水
の
補
充

・
貯
水
タ
ン
ク
の
清
掃
―
最
低
年
に
二
回

・
大
掛
か
り
な
修
理
や
経
費
が
か
か
る
修
理
の
場

合
、
事
前
に
オ
フ
ィ
ス
に
伝
え
る

　
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
の
シ
ニ
ア
機
械
整
備
工

に
な
っ
て
お
よ
そ
十
三
年
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ

ジ
ャ
パ
ン
の
職
員
と
の
関
係
に
は
大
変
満
足
し
て

い
ま
す
。
ま
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
で
シ
ニ
ア
機
械

整
備
工
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の
上
な

い
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
敬
具

23

　桑
の
実
拾
い

　
　
　
　
　
　
　
　甲
斐
大
策

　
妹
は
、
土
手
下
で
桑
の
実（
１
）を

拾
い
、
口
に
含
ん
だ
り
掌
に
盛
っ
た
り

し
な
が
ら
、
甘
く
な
い
、
と
不
平
を
言
い
つ
つ
も
楽
し
気
で
、
姉
は
、

砂
糖
黍き
び

食
べ
た
ば
か
り
だ
か
ら
仕
方
な
い
、
そ
れ
は
こ
こ
に
、
と
手た

繰ぐ

っ
た
上
着
の
裾
を
妹
の
掌
へ
向
け
る
。

「
動
く
な
！
　
ジ
ョ
ラ
ァ（
２
）…

…
…
…
だ
！
」

　
路
肩
近
く
に
い
た
父
ア
ジ
・
ハ
ー
ン
の
鋭
い
声
に
姉
妹
は
そ
の
場
で

立
ち
竦す
く
む
。
土
手
の
叢
く
さ
む
らに
一
瞬
、
小
さ
な
静
寂
が
生
ま
れ
た
。

　　
ア
ジ
一
族
は
一
九
世
紀
末
、
曽
祖
父
の
代
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
か
ら
カ
ー

ブ
ル
へ
移
住
し
た
、
イ
ン
ド
起
源
の
部
族
の
鍛
冶
職
だ
っ
た
。
ア
ス
マ

イ
ル
山
麓
に
住
ま
い
兼
仕
事
場
を
構
え
て
今
日
に
到
る
。
こ
の
半
世

紀
、
車
の
整
備
と
軽
便
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
業
を
営
む
。

　
五
八
歳
の
今
日
迄
戦
乱
の
日
々
、
ア
ジ
は
、
両
親
と
自
分
達
夫
婦
、

長
男
夫
婦
、
次
男
と
二
人
の
娘
、
近
縁
者
二
名
、
市
中
心
で
生
き
て
全

員
健
在
な
の
は
と
て
つ
も
な
い
神
意
、
と
深
く
信
じ
て
い
る
。
昨
秋
、

反
対
を
振
り
切
っ
て
次
男
が
ド
イ
ツ
へ
の
移
住
を
試
み
、
し
か
し
ト
ル

コ
で
頓
挫
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
と
合
流
し
先
週
帰
国
し
た
。
秋
に
行
っ
て

夏
戻
り
、
ク
チ
ィ
の
気
分
、
と
自
嘲
的
な
次
男
だ
っ
た
が
、
ア
ジ
と
家

族
は
、
ラ
マ
ダ
ン
終
盤
の
辛
い
日
々
に
こ
の
上
な
い
吉
事
、
と
神
に
感

謝
し
た
の
だ
っ
た
。

　
禁
慾
の
三
十
日
が
明
け
、
泥
土
世
界
の
あ
ち
こ
ち
貧
富
そ
れ
ぞ
れ
の

婚
礼
が
進
む
。
こ
の
朝
ア
ジ
は
、
北
三
十
㎞
、
パ
グ
マ
ン
山
麓
の
カ
ラ

カ
ン
で
の
婚
礼
に
タ
ジ
ク
の
家
族
を
送
っ
た
。
帰
路
を
楽
し
い
メ
ラ（
行

楽
）
に
、
と
テ
ル
モ
ス
の
茶
と
小
口
切
り
の
砂
糖
黍
を
姉
妹
に
持
た
せ

同
道
し
て
い
た
。
街
道
沿
い
に
休
め
る
場
を
探
す
う
ち
、
桑
並
木
の
下

で
妹
が
は
し
ゃ
ぎ
始
め
る
。
そ
う
し
て
そ
の
足
元
の
叢
で
小
さ
な
軋き
し

み

に
似
た
音
が
、
毒
蜘
蛛
の
攻
撃
音
が
、
と
ア
ジ
は
思
い
、
し
か
し
そ
れ

だ
け
だ
っ
た
。

　
こ
の
国
の
近
代
化（
３
）を
象
徴
す
る
桑
並
木
の
枝
を
揺
す
り
、
ト
ラ
ッ
ク

の
轟
音
と
風
が
通
過
す
る
。

　
ア
ジ
も
娘
達
に
倣
い
、
黒
く
熟
し
た
実
を
拾
い
口
に
抛ほ
う

り
こ
ん
だ
。

（1）
　
乾
果
と
し
て
人
々
の
茶
果
と
な
る
。
ク
チ
ィ
に
は
保
存
食
の
一
つ
。

（2）
　
ジ
ョ
ラ
ァ
・
ザ
ア
リ
ィ
、
と
も
。
小
型
の
毒
蜘
蛛
。
攻
撃
前
に
ズ
ィ
ー
ッ

と
音
を
出
す
。

（3）
　
二
十
世
紀
初
頭
、
ア
マ
ヌ
ッ
ラ
ー
王
が
パ
リ
を
真
似
て
植
え
さ
せ
た
並
木
。
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学
生
時
代
レ
イ
テ
島
で
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
刻
々
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
渡
航
す
る
日
が
近

づ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
行
く
こ
と
に
な
る
な
ど
微
塵
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
曰
く
《「
い
つ
か
世
界

を
見
て
回
り
た
い
」
と
小
学
生
の
と
き
か
ら
言
っ

て
い
た
》
ら
し
く
、
少
し
ず
つ
や
り
た
い
こ
と
が

叶
っ
て
い
る
よ
う
で
、
当
時
の
自
分
に
伝
え
て
あ

げ
た
い
思
い
で
す
。

　
私
は
学
生
時
代
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
で

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
主
と
し
て
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

を
す
る
学
生
団
体
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

団
体
で
は
、
村
の
自
立
活
性
化
を
目
標
と
し
、
自

分
た
ち
は
そ
の
活
動
の
中
で
、
村
人
に
直
接
ニ
ー

ズ
を
聞
い
て
廻
り
、
予
算
は
い
く
ら
出
せ
る
か
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
で
き
る
か
な
ど
を
一
か
ら
交
渉

し
、
村
人
と
一
緒
に
道
を
舗
装
し
た
り
、
小
さ
な

橋
を
造
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　「
う
わ
ー
、
す
げ
ー
」

　
大
学
3
年
生
の
時
、
中
村
先
生
の
講
演
会
の
前

座
で
そ
の
団
体
と
し
て
発
表
す
る
機
会
が
あ
り
、

そ
の
と
き
初
め
て
中
村
先
生
の
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。
美
し
い
用
水
路
や
沙
漠
が
緑
に
変
わ
っ
た
写

真
、
そ
し
て
現
地
の
人
た
ち
だ
け
で
修
理
が
で
き

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
く
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
現
地
の
自
立
促
進
を
目
指
し
て
い

る
団
体
の
理
想
と
思
え
る
活
動
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
現
地
の
文
化
を
尊
重
し
、
現
地
の
人
目
線
で

の
そ
の
仕
事
は
、
ま
さ
に
自
分
た
ち
が
目
標
と
し

て
い
た
も
の
で
規
模
も
は
る
か
に
大
き
い
も
の
で

し
た
。「
う
わ
ー
、
す
げ
ー
」
と
あ
っ
け
に
と
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
講
演
会
の
最
後
に
中
村
先
生
が
職
員
を
募

集
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
お
ら
れ
、
当
時
進
路

に
迷
っ
て
い
た
の
で
ぼ
ん
や
り
と
そ
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
と
徐
々
に
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
そ
れ
が
始
ま
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
昔
か
ら
海
外
で
働
く
こ
と
に
憧
れ
も
あ

り
、
考
え
た
ら
い
ろ
い
ろ
想
像
が
膨
ら
み
、
気
づ

い
た
ら
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
中
に
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
働
き
た
い
と
思
う
人
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
機
会
を
与
え
ら
れ
た
一
人

と
し
て
こ
の
縁
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
カ
タ
コ
ト
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
で

　
現
在
は
現
地
会
計
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
予
算

ジャララバード事務所のジア医師、事務職員のサブールジャン、会計のエンジニ
ア　ハニフラとの定時連絡中。現地語パシュトゥー語のみの会話である。

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

子
供
の
頃
か
ら
の
思
い
が
、

  

中
村
医
師
と
出
会
い
具
体
化

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
職
員

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浦
田
菖
平
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の
使
い
方
は
現
地
の
活
動
を
顕
著
に
表
わ
す
も
の

で
、
そ
の
と
き
何
を
や
っ
て
い
る
か
を
わ
か
っ
て

い
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
会
計

報
告
も
様
々
な
種
類
の
報
告
書
が
あ
り
、
理
解
す

る
の
に
も
一
苦
労
で
す
。
さ
ら
に
現
地
の
ス
タ
ッ

フ
と
は
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
語
で
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
や
り
と
り

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
今
、
週
に
一
回
定
期
連
絡
と
し
て
現
地
と
電
話

で
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
会
計
に
つ
い
て

話
す
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
事
前
に
準
備
し
て

お
い
た
自
分
の
カ
タ
コ
ト
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
で

も
職
員
た
ち
は
一
生
懸
命
聞
い
て
答
え
て
く
れ
ま

す
。
勉
強
す
る
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
仕
事
の
最
も
難
し
く
最
も
や
り
が
い
の
あ

る
点
は
、
現
地
の
職
員
と
一
緒
に
、
彼
ら
が
で
き

る
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
く
と
い
う
点
で
す
。
現

場
で
の
作
業
は
熟
練
工
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
技
術

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
事
務
の
方

は
ま
だ
全
て
を
現
地
の
人
た
ち
だ
け
で
で
き
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
広
域
拡
大
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
作
業
は
よ
り
膨
大
な
も
の
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
全
体
を
考
え
る
と
頭
が
追
い
つ

か
な
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
現
地
に
滞
在
で
き
る

時
間
は
年
間
を
通
し
て
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま

ず
は
自
分
が
仕
事
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
理
解
を

し
て
か
ら
、
長
い
目
で
見
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
彼
ら
が
作
業
を
し
や
す
い
か
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　
ア
フ
ガ
ン
の
水
の
味
を
思
う

　
学
生
の
時
か
ら
考
え
て
い
た
「
現
地
の
自
立
」

と
い
う
こ
と
に
少
し
で
も
携
わ
れ
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
な
が
ら
、
ま
ず
は
少
し
ず
つ
、
現
地
の
職

員
と
共
に
こ
つ
こ
つ
と
励
み
、
な
に
か
一
つ
成
せ

た
と
き
に
は
一
緒
に
喜
び
あ
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
。
今
自
分
は
歩
き
始

め
た
と
こ
ろ
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
よ
う
や
く

歩
き
始
め
ら
れ
た
の
は
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た

家
族
、
友
人
た
ち
の
お
か
げ
だ
と
心
か
ら
感
じ
ま

す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ど
ん
な
空
気
な
の
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
音
が
し
て
ど
ん
な
水
の
味
が
す
る
の

だ
ろ
う
。
彼
ら
の
手
は
ど
ん
な
感
触
な
の
だ
ろ

う
。
き
っ
と
直
接
肌
で
感
じ
て
み
て
初
め
て
わ
か

る
こ
と
も
沢
山
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
好
奇
心

と
自
分
が
ど
れ
だ
け
現
地
で
で
き
る
か
少
々
の
不

安
を
抱
き
な
が
ら
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
現
地
会
計・事
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

勤
務
地
：
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局 （
福
岡
）

及
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

応
募
資
格
：
中
村
哲
医
師
の
現
地
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
／
三
〇
歳
以
下
の
方 

（
若
年
層

の
長
期
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る
た
め
）

※
履
歴
書
・
志
望
動
機
書
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
事
務
局
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。
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●
事
務
局
長
便
り

＊
熊
本
で
の
地
震
発
生
か
ら
三
カ
月
近
く
に
な
り
ま

す
。
復
旧
も
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
大
雨
や
土
砂
災
害
が
打

ち
続
き
、
被
災
者
の
方
々
は
大
変
な
思
い
を
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
熊
本
に
は
、
四
〇
〇
人
近
い

会
員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
常

の
く
ら
し
を
と
り
戻
す
た
め
に
、
苦
闘
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
平
穏
な
日
々
の
訪
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

＊
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
地
は
、
旱
魃
の
進
行
と
治
安
の

悪
化
が
止
ま
る
こ
と
の
な
い
中
で
、「
緑
の
大
地
計
画
」

が
、
仕
上
げ
に
向
か
っ
て
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
灌
漑
施
設
は
、
頻
発
す
る
洪
水
に
対
す
る
補
修
と
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
強
化
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
最
後
の
仕
上
げ
と
も
言
う
べ

き
ミ
ラ
ー
ン
堰
対
岸
の
総
合
的
な
治
水
事
業
も
始
ま
り

ま
す
。
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
地
域
モ
デ
ル
の
完
成
で
あ
る

と
共
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で
灌
漑
事
業
を
展
開

す
る
た
め
の
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
の
で
す
。

＊
政
府
、
国
連
と
の
共
同
事
業
が
始
ま
る
中
で
、
関
連

す
る
事
務
作
業
も
膨
大
か
つ
緻
密
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

現
地
事
業
体
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
支
え
る
た
め
に
「
現
地
連
絡
班
」

が
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
」
と
し
て
強
化
さ
れ
、
専
従
職
員

体
制
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
職
員
た
ち
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
事
務
局
の
活
性
化
も
齎も

た
らす
こ
と
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

＊
現
在
、
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
　
用
水

路
が
運
ぶ
恵
み
と
平
和
」（
企
画
　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

／
制
作
　
日
本
電
波
ニ
ュ
ー
ス
／
頒
価
二
七
〇
〇
円
＋

税
）
を
製
作
中
で
す
。
二
部
構
成
で
、
本
編
「
緑
の
大

地
計
画
の
記
録
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
一
五
）」
と
技
術

編
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
方
式
」
で
す
。
本
編
の
朗
読
は
、

俳
優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
担
当
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。「
中
村
医
師
の
現
地
活
動
を
深
く
理
解
し
、
共
感

し
た
」
と
い
う
の
が
、
ご
協
力
の
理
由
で
す
。
こ
の
秋

に
発
売
予
定
で
す
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

現
地
で
は
、
六
月
初
旬
か
ら
ラ
マ
ダ
ン
（
断
食
）
が
始

ま
っ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
例
年
通
り
ほ
ん
の
少
し
勤
務
時

間
を
短
縮
。
支
援
室
で
は
毎
週
火
曜
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
事
務
所
と
連
絡
を
取
り
あ
う
。
現
地
職
員
た
ち
は
毎

回
「
ガ
ル
ミ
ー
、
ジ
ア
ッ
ド
。
バ
ー
ラ
ン
　
ニ
シ
タ
」（
と

て
も
暑
い
。
雨
が
降
ら
な
い
）
と
話
し
、
福
岡
は
雨
だ

と
伝
え
る
と
「
デ
ー
ル
　
ハ
エ
ス
タ
」（
と
て
も
素
晴

ら
し
い
）
と
言
う
。
干
ば
つ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
梅

雨
時
期
の
日
本
と
の
や
り
取
り
で
あ
る
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
ち
ょ
う
ど
二
年
に
な
り
ま
す
。
二
年
前
、
九
大
椎
木

講
堂
で
中
村
先
生
の
ご
講
演
を
拝
聴
し
、
深
い
感
銘
を

受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

異
文
化
、
過
酷
な
気
候
等
、
そ
こ
で
幾
度
と
な
く
起
こ

る
困
難
な
状
況
に
立
ち
向
か
う
中
村
先
生
の
不
屈
の
精

神
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
事
務
局
の
皆
様
も
粛
々
と
そ

し
て
和
気
藹
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
ア
フ
ガ
ン
の
方
々
の
生
活
が
少
し
で
も
良
く
な
る

よ
う
に
、
平
穏
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
の
思
い
、
ご
協

力
し
て
頂
い
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。（
Ｉ
Ｈ
）

＊
中
村
医
師
と
は
、
高
校
時
代
、
同
じ
教
室
で
学
ん
だ

こ
と
か
ら
、
著
書
を
読
む
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
都
度
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
退
職
し
て
か

ら
、
何
か
社
会
に
対
し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
こ

と
を
、
と
考
え
た
時
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
し
か
な
い
と

確
信
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
知
り
合
い
だ
っ
た
方
に
事
務

局
で
再
会
し
た
り
、
心
優
し
い
方
々
と
ひ
と
つ
の
机
で

作
業
す
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
、
事
務
局
に
行
く
日

は
朝
か
ら
心
温
か
い
で
す
。（
Ｓ
Ｈ
）

会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区
警

固
二—

一—

一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）内
に
お
く
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
六

月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


